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竹取物語新聞 
  

 

 

昨秋に続き、春先から枚方市野外活動センタ

ーの要請により、フィールドアスレチック場の

整備を行っている。場内の木々は開園以来 20

年を経過して枯れたものも多く、大木となった

コナラや松はコースを覆って場内は暗い雰囲

気となっており、枯木は危険でもあった。ヒノ

キ間伐で腕を磨いてきた猛者たちも、直径 40

ｃｍを超え、太い枝張りで倒れる方向も定かで 

 

 

8月 24日（水） 今回で 3回目を迎えたクラ

フトデーは出前学習用の材料作り、竹紙漉きは

9月 25日（日） 開催、竹とあそぼ「竹紙漉き

体験」用の材料作り、竹酢液は工程の説明を講

師より聞きながら竹酢液作りとなり有意義な 

 

 

約 1年ぶりの製材機稼働、部品組み立てに時

間が掛かったが動き出すとスムーズに、切れ味

も良く効率よく稼働。 

 

 

 

8月 31日（日）笹田果樹園草刈りを行った。

草刈機の点検、給油等準備に追われ、現地到着

後全員手分けして果樹園まで器具を搬入した。

果樹園の面積は約 6,900㎡あり草刈りを 9名で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はない大木の伐倒や処理にはかなり苦労した

が、スリルとともに達成感を味わってきた。当

初マーキングした伐倒予定数の 100本を優に超

え、入口階段を補修した今、ようやく最終段階

に入っている。夏休みを迎えたこの時期、明る

くなったフィールドを多くの子供たちに楽し

んで欲しいと希望している。  （西本 敏明） 

 

 

 

活動となった。  

今後は 10月 9日（日）開催「穂谷の収穫祭」

に向けて販売用作品作りの準備を行う。  

               （岡 春司） 

 

 

 

今回はフイルドアスレチックコースのデッ

キ修理板用に加工、今後は他の用途に使用する

板を加工、皆腕がムズムズ待ち遠しい。 

               （岡 春司） 

 

 

行った。栗の収穫に向け炎天下での草刈りとな

ったが、昼食時は栗の話で盛り上がり、疲れも

どこかへ楽しいひと時を過ごした。（岡 春司） 
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